
新しいテキスタイルの開発概念





ASSEMSが開発した新しい織物の新生地の概念

MELSA - 塗布糸 塗布糸の構造

糸の組成と構造

完成

糸名：ELSA

高摩耗

外面：TPU(90A)

外面：ホットメルト（ナイロン）

ナイロン材料

開発

コア
ポリエスター糸

塗布糸の構造

完成

糸名：MELSA

ホットメルトテキスタイル）

外面：ホットメルト(TPU 78A)

糸名：MELSA  E3

外面：
ホットメルト(ポリオレフィン)
ミッドソール包装
進行中

外面：ホットメルト(ポリエステル)
糸名：MELSA E4



Completion

Yarn Name : ELSA

Completion

Yarn Name : MELSA 

Different key function

Elsa
(Sambu TPU yarn) Melsa

No Adhesive functio
接着機能

Yes

Yes Need to other glue
他接着剤必要の有無

No

Stiff Touch
風合い

Soft

Good Abrasion
摩耗

Good

Melsa has multi function.



Completion

Yarn Name : ELSA

Completion

Yarn Name : MELSA 

Elsa and Melsa Comparison 

Working temp. : 135°C 作業温度
Heating time : 20sec 加熱時間
Cooling time : 200sec  冷却時間

Unclear Edge side Clear

Not melted
解けない

Surface
表面

Melted
解ける

160°C Melting point
融点

125°C 

Melsa can be molded in the lower temperature than Elsa.
Which means not damaging other materials.

MelsaはElsaより低温で成形できる。これは他材料に損傷を与えないことを意味する。



Completion

Yarn Name : ELSA
High abrasion 高摩耗

Completion

Yarn Name : MELSA 
Hotmelt textile

Elsa :  Only used on surface

Melsa Material 原料

- After heat pressing, the adhesive moves to the surface or the backside.

- 熱プレスの後、接着剤は表面あるいは裏面に移行する

Textile Construction Range

Melsa : Top, bottom and 
inside are available

Melsa : Top, bottom and 
inside are availableElsa：表面のみに使用可能

Melsa：ﾄｯﾌﾟ、ﾎﾞﾄﾑ及び内側にも使用可能



ASSEMSが開発した新しい織物の新生地の概念

MELSA - 塗布糸 塗布糸の融着

顕微鏡写真

現物（表面） 160倍 水平 160倍 縦断的
熱プレス後 (表面)

熱プレス後 (表面) 160倍 水平 熱プレス後 160倍 縦断的 熱プレス後



ASSEMSが開発した新しい織物の新生地の概念

ASSEMSが開発した新素材
MELTEX及びハイパーテックス・シリーズ 新概念の新織物

ハイパーテックス

ハイパーテックスとは

Poly糸及びホットメルト塗布糸
ロール生産されたフラット・
ニッティング生地

ハイパーテックス

ホットメルト糸をPoly糸の
２層の間に隠すこと

ホットメルト糸

（黒、赤）

Poly糸（白）

モールドによる熱プレス後に様々な効果あり

トウ・キャップ 踵

情報

組成

Poly 150D及びホットメルト接着塗布糸から
なるフラット ニッティング生地

特性

様々な模様の生地
熱プレスで様々な柔らかさの効果あり

長所

非常に究極の引張強度。模様の型の物理的な
熱プレスのみと様々な模様を作製する。
熱プレス部分で高摩耗あり 。

短所

熱プレス部分は堅い

仕様

1.0～1.3mm X 最長60"



ASSEMSが開発した新素材
MELTEX及びハイパーテックス・シリーズ ハイパーテックス・シリーズ ー スパイダー

ハイパーテックス スパイダー

概念及び特性 ハード（対照側） 破壊力

摩耗

引裂 破壊力

摩耗

引裂

摩耗

引裂

破壊力

ソフト

ミデイアム

伸長

通気性

通気性

伸長

伸長

通気性



New Materials developed by
Hyper tex Series 

Hypertex 3D –toe cap (shall pattern)

3D mold process !!

Definition 
pattern

Definition 
pattern

Depinition
pattern

Depinition
pattern

Other line 
pattern

Other line 
pattern

ハイパーテックス3D トウキャップ（シェル(殻)・パターン）

3D成形工程

通常（定義）パターン 通常（定義）パターン 他のラインのパターン



New Materials developed by
Hyper tex Series 

Developed 3D pattern 開発された3Dパターン



ASSEMSが開発した新しい織物の新生地の概念

ハイパーテックス シリーズによって
開発された新材料

ハイパーテックス・シリーズ ー スパイダー

ハイパーテックス3Dの成型工程

ハイパーテックス 裁断

モールド（型）内への移動 。移動時間は、
プレスの性能による

モールドが閉まり、圧縮。 熱プレス
滞留［保持］時間 樹脂(HMA)がファイバーの
中に浸透出来るような間隔のある保持時間。
プレス条件は、プレス性能による

硬化
冷却プレス（必要に応じて）
プレス条件は、
硬化温度と圧縮時間による １００〜１２０秒

成型終了及び型開

合計工程時間：１８０〜２４０秒



ASSEMSが開発した新しい織物の新生地の概念

ASSEMSによって開発された新材料
MELTEX及びハイパーテックス シリーズ

ハイパーテックス シリーズ

ハイパーテックス・ライン

目の錯覚のハイパーテックス・ライン

フラット・ニット機械

ホット・メルト塗布糸及びポリ糸
エンボス・モールドを用いる
リピート・パターン

熱プレスによる目の錯覚

通常の熱プレス機械
もしくは、油プレス機械

目の錯覚用の模様

より良い効果を得るために、以下のことをお進めする
１．模様の連続
２．太い線より細い線の方が効果的
３．直線、折線より、カーブ型、波型、ジグザグ型の方が良好。



ASSEMSが開発した新しい織物の新生地の概念

ASSEMSによって開発された新材料
MELTEX及びハイパーテックス シリーズ

ハイパーテックス シリーズ

ハイパーテックス用途の例

組み合わせ（ハイパーテックス・ライン＋サークル）

モールド開放 熱プレス
別の角度からの目の錯覚

組み合わせ（ハイパーテックス・ライン＋ジグザグ）

ハイパーテックス・ライン 熱プレス 別の角度からの目の錯覚

情報

・組成

Poly 150D及びホットメルト接着塗布糸を用いる
フラット ニッティング生地

・特性

様々な模様の生地
目の錯覚効果

・長所

究極の引張強度。 模様の型で様々の模様と物理的な熱プ
レスを可能とする。 熱プレス部分で高摩耗。

・短所

熱プレス部分は若干堅い

・仕様



ASSEMSが開発した新しい織物の新生地の概念

ASSEMSによって開発された新材料
MELTEX及びハイパーテックス シリーズ

ハイパーテックス シリーズ

ハイパーテックス・ライン 2

＊軽量 ＊伸縮性あり ＊成型可能

長所

軽量 伸縮性あり 成型可能

情報

・組成

Poly 150D及びホットメルト接着塗布糸を用いる
フラット ニッティング生地

・特性

軽量と伸縮性のある様々な模様の生地

・長所

全体的に良い物性値

・短所

成型効果が混沌

・仕様



ASSEMSが開発した新しい織物の新生地の概念

ASSEMSによって開発された新材料
MELTEX及びハイパーテックス シリーズ ハイパーテックス シリーズ

情報ハイパーテックス標準作業操作（標準実施要領（SOP））

標準の熱プレス機械及び一般用の油圧プレス 機械及び型

動作条件（N’プレス）

どちらか、標準の熱プレス機械、
もしくは油圧機械。 ＊オスの型

加熱温度： １４０℃〜１５０℃、３００秒±５０秒
冷却：２０℃〜３０℃、１００±２０秒
圧力：５０kg〜７０kg

型上のTF塗布が必要。動作条件は、工場より異なる可能
性あり

情報

油圧プレス機械（２D及び３D）

3D モールド開放 裁断 設定ト 成型

冷却 成型完了 3D樹脂効果 2D樹脂効果

機械及び型

油圧プレス機械のみ。
＊オス＋メスの型

動作条件（O’プレス）

加熱温度：１５０℃〜１６０℃、１００秒±２０秒
冷却：２０℃〜３０℃、１２０±３０秒
圧力：８０kg〜９０kg

樹脂効果は、型の深さ、模様のデザインなどによる。
製品は、冷却不足のために変形する可能性あり。




